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瀬田東文化振興会だより 第５7号 ２０２4年 1月 
地域視点で新しい文化を創造し住みつづけたいまち「瀬田東」 
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4年にわたりコロナ禍の中、自治活動が全くと言っていいほど 
ストップ、そんな中、ある自治会では若い人が中心となり活動 
されている自治会をご紹介しましよう！ 
 

学園前コミュニティ自治会 
 
7月 23日(日)午後 4時から学園前コミュニティふれあいセンター横の公園で夏祭りが始まりました。
おやじの焼きそば、フランクフルト、かき氷、子どもの遊びコーナーが並ぶテントの前には、長い列
ができ始めました。コロナ禍の影響で 4 年ぶりの開催となった公園には、延べ 300 名の人たちが集ま
りました。全自治会員の 6 割です。久しぶりに出会う人たちとあちこちで笑いが起き、成長した子ど
もたちが作り手になっていたり楽しい時間が続きました。 
自治会が生まれて 22 年目。100 名近くの子どもたちと、楽しいことは何でもやってみようという元
気な人たちが、試行錯誤しながら基礎を作ってくれました。 
「出来る人が出来ることを出来る時に」を合言葉に、みんなが集まれる夏祭り、秋の実りの集い、
冬の餅つきという大きな行事を通じて顔見知りを増やし、助け合うことの大切さを実感できる自治会
に育ってきたと思います。 
たくさんいた子どもたちも今は 18名。高齢化は確実に進んでいます。そのため防災組織を立ち上げ
て、時代に合った助け合い活動を目指しています。安心して過ごせる思いやりにあふれた自治会、子
どもたちがこの地を離れても帰りたくなる故郷であり、ここに住んでいる人はみんな仲間だと思える
地域であり続けるために、私たちは頑張っていこうと思っています。 
 

    

前回は 1.（1）萱野神社と（2）「ヒコイマスオウ」についてご紹介をしました。 
（3）治田連 
それでは瀬田と関係が深い治田連についてみていきたいと思います。 

 治田連は、当時の中央豪族の和邇臣の系列にあった豪族とされています。和邇臣は奈良盆地の
北東部、現在の奈良県天理市和邇を本拠地とした一族で、五～六世紀に最盛期を誇った中央豪族
です。『新撰姓氏録』では祖先が軍功を挙げ、浅井郡に土地を授かり、その地に水田を開いたとあ
ります。族称の「治田」は墾田した土地に住んだことに因み、その時期は六～七世紀の頃と考え
られています。 
 栗太郡にも「治田」に関連すると思われる地域があります。現栗東市の治田郷、草津市南笠周
辺、大津市大萱周辺です。おそらくは、浅井郡の治田氏から何らかの理由で栗太郡に移り住んだ
集団があったと考えられます。 
先に述べましたが、南笠と大萱には「ヒコイマスオウ」を祭神とした神社があります。治田連
は「ヒコイマスオウ」の子孫を称しており、先祖を祭った神社を建立したのだと考えられます。 
古代の豪族は氏姓制度と呼ばれる、大王を中心として、それに軍事や祭祀といった職能を持つ
集団が仕えるという政治形態を執っていました。この中において治田連は何の職能を持っていた
のかは明らかではありませんが、栗東市治田や草津市南笠、大津市大萱にその痕跡が残されてい
ることから、当地にまつわる職能を持っていたと考えられます。 
2.考古資料から見た古代の瀬田の歴史 
次に考古資料、遺跡や遺物などから古代の瀬田の歴史を紐解いていきたいと思います。 
（1）近江国府 

 近江国府は大江三・六丁目、三大寺に所在しています。八世紀前半に設置されたと考えられて
います。 
日本の古代国家は中国の統治体制に学び、中央集権的な支配を実現
するよう整備されました。民衆を公民として統治し、地方からの税
を都へ集中させる支配体制を作るには、中央からの命令を地方へ早
く確実に伝達させることと、実際に地域を支配してきた各地の豪族
の伝統的権威も必要とされました。そして、中央の官僚機構のほか
に、各地を統治する装置として地方官衙の整備が不可欠でした。そ
のような背景から近江国府が整備されたのです。 

              国府は各国での行政・司法・軍事・祭祀などの当時の行政全般、そ
のための施設が集中する地域のことです。現在でいうところ都道府
県庁に当たります。この国府の中でトップの施設であるのが国庁
で、中央から派遣された国司を中心として多くの地方官人が勤務し
ていたと考えられています。まさに近江国の中心が瀬田にあった。                

                                    「次回に続く」 

瀬田東文化振興会公式サイト 
文化振興会の様々 
な活動を紹介し 
ていますので、 
ご覧ください。 

 

図 1 近江国庁遺構図 
（安土城考古博物館編 2011） 
 

喫茶考 

（東 睦子 記） 
 

郷土のルーツを知る 古代の瀬田の歴史 2 
滋賀県文化スポーツ部文化財保護課 福西 貴彦 

 
 

 

瀬田東文化振興会として、びわこ文化公園にあります源内峠遺跡の保全活動に取り組んでいる経緯から、滋賀県が実

施する、公園緑地検討協議会びわこ文化公園部会に参加させていただいています。 

以前から検討が成されてきた、Park-PFI を活用した公園整備の一環で、わんぱく原っぱに新しい飲食施設『cafe 
Volonta（カフェボロンタ）』が設置されることとなりました。それだけでなく、公園内に、今はやりのワーケーショ
ン施設や、遊歩道・トイレの整備など、より多くの人にびわこ文化公園を楽しんでいただけるようになります。文化

振興会としては、そういった中に、滋賀の文化、瀬田の文化をどう反映させていくのか、また、これまでから公園の

中で取り組まれてきた文化活動をどう発展させていけるかを考え、活動していけたらと考えています。昨年度実施し

た、県立美術館とのコラボレーション企画同様、びわこ文化公園で活動する他団体との協同により、子ども達の成長

に寄与する活動を今後も検討・実施していきたいと考えています。 
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この句は瀬田東文化振興会が復元した国史跡源内峠製鉄遺跡付
近を詠まれたと聞いています。（京都新聞社記事より抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。 

皆様方におかれましては、ご家族と共に健やかに新年をお迎えになられたこととお

慶び申し上げます。 

昨年は、新型コロナウイルスの感染法上の分類が五類に移行されたことにより、四

年ぶりに文化祭を開催することができ、天候にも恵まれ、佐藤健司大津市長ほかご来

賓のご祝辞を頂き、『復活文化祭、ふれあって、響き合う・瀬田東』のスローガンのも

と期間中、三千人超のご来場を頂くことができました。 

地域の皆様方の文化芸術の発表や趣味の活動の披露の場であり、また体験ゾーンや

模擬店等も賑わい、子どもから大人まで、多くの方が主役となって楽しんで参加頂け

る催しとなり、地域の皆様方の交流・親睦の一助になったように思います。 

文化振興会の皆様をはじめ、諸団体、自治会の役員の皆様、そしてお手伝い頂いた

瀬田北中学校地域レンジャーの生徒の皆様方のお陰と感謝申し上げます。 

今年も、安全に安心して暮らせる誰もが住んでいて良かったと思える街づくりのため、

何卒皆様方のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げ、年頭の挨拶とさせて頂

きます。 

瀬田東学区自治連合会   会長 松田 全悟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 de綴る 復活 第３０回瀬田東学区文化祭 

３F ふれあい広場 
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体験コーナー 

幼・小・中 

作品展 

自治会展 

初参加 

一里山ひかりこども園 

学園前こども園 
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開会式 


